
多
-
小
誹
片
の
偶
格
鵬
瀧
せ
り
､
愛
牲
片
の

1
尺
平
方
大
.1
鑓
す
る
は
稀

な
れ
ば
大
形
物
み
要
す
る
せ
与
は
y
エ
ヲ
タ
ク
布
似
て
淑
付
け
て
使
用
す

印
腐
産
の
聖
母
_‡
其
晶
質
及
匪
輪

に

於
て
世
界
節

1
な
る
が
､
之

に次

ぐ
み
加
奈
陀
鐙
望
件
1Jで
､
ニ
ー
に
は
晋
土
雲
母
叉
に
塊
.,i.=
藍
価
多
L
t

此
桝
の
も
り
_ェ
幌
成
に
し
て
洋
服

械
発
捌
糖
の
鋼
部
分
開
の
細
様
用
せ
な

ち
.
第
三
.1こ
タ
ン
が
ニ
イ
カ
は
純
絹
噂
敦
枠
中
箆
鮒

〓
ハ
六
噸
な
り
L
が

1
九

1
八

年
七月
よ

り

一
九
二
〇
年
四
月
迄
に

7
三
7
噸
私
的
出
せ
り
､

南

口
デ
シ
ア
は
純
粋
透
明
の
白
鍵如拙
か
座
し
､

マ
グ
が
ス
カ
>̂
粍
_二
は
採

掘
寅
位
生

産
兜
低
鵬
な
る
城
川
蛮
性
の
匪
出
港
だ
多
-
年
賦

〓
ハ
五
噺
に

速
で
O
何
米
に
て
は
ア
ル
セ.
ン
チ
ン
に
蛮
伸
雄
多
-
.
伯
別
田
珊
ーこ
も
鎗
叫放
尿

め
り
ミ
経
も
何
れ
も
稼
行
盛
叱
ら
ず
蓋
し
其
採
掘
が
わ
よ
り
投
軸
的
な
る

が
得
た<
り
ま
い
ふ
｡新

刊

紹

骨

.m

o
腎

葉

智

識

詣

州
砦

紳
忙
荒

琵

冶
塞

敦

光
栄
粗

町
筒
中
六
蘇

町
五
四
､
紫

野

停
淀
行
､
荊
版
五
五
七

貰
ー
悶
版
三
二
七
､
令
統
大
刷
版
九
､
正
僻
金
六
脚
立
拾
成

本
番
は
国
家
り
芯
雌
的
工
共
た
る
蹴
菜
に
糾
す
ろ
恕
訊
か
野
放
し
.
天

然
地
貨
の
兜
試
せ
､
鬼
が
克
仝
〃
言

開
焚
利
用
に
資
せ
ん
が
摘
め
･iiー
京

即
伸
助
大
越
工
幾
部
探
鋭
給
金
単
数
室
に
於

けろ
琳
門
6
1謝
博
+
轟

士
が

協
力
分
拍
L
.
他
罪
各
組
か
ら
=枇
斬
り
材
料
か
覚
め
ー
班
多
り
苦
心
あ
ま

朝

敵

S:
て
､
漁
況
の
輿
親
や
野
栄
在
､
平
易
簡
潔
.1
赦
越
せ
ら
れ
ii
も
の
で
､

各
耶
別
人
の
紫
.1
成
れ
る
に
-
係
ら
ず
､
関
城
望
単
向
､
槻
序
､
他
我
等

の
脊
-
紋

7
せ
ら
れ
て
居
ろ
の
け
､
協
力
の
蟹
が
如
何
にこ
よ
-
解
り
て
居

る
か
在
郷
郷
に
吻
語
っ
て
居
ろ
､
先
づ
組
諭
に
於
て
曲
物
ミ
入
鹿
の
関
係

や
.
本
邦
餌
架
の
窪
地
や

有
用
助
物
の
天
然
布
衣
の
状
態
や
､英
抑
拭
ー

迭
描
､
碑
煉
り
方
法
私
野
自
-
､
飴
リ
肩
の
凝
ら
ぬ
棟
11
記
述
し
､
共
よ

り
鋼
､
金
'
鉄
､
鉛
､
誠
鉛
-
錫
､
水
銀
､
ア
>̂
,三
L
>
ふ
､
銭
等
の
金

屈
鍍
柴
に
就
て
､
他
罪
静
閥
YJ本
邦
1)
に
於
け
ろ
状
砂
粒
詐
諭
し
て
､
金

屈
の
加
工
.1
及
び
'
紀
に
石
炭
､
石
油
､
硫
流
の
非
金
臓
飾
黄
に
就
4
,其

分
布
や
､
鋼
探
､
利
用
6
1分
紐
解
私
細
大
洩
ら
さ
ず
述
べ
菰
し
､
叔
稜
.i

雄
炎
石
材
q･J貿
石
の

諦性
蜜
や
其
加
工
法
､
鑑
別
法
迄
も
紀
解
し
て
あ
る

其
間
に
綱
銅
版
や
柵
巧
な
る
木
版
の
切
囲
む
挿
入
す
る
こ
せ
約
二
甘
四
十

脚
､
加
之
容
骨
に
は
数
枚
り
鮮
明
な
忠
良
銅
版
問
や
各
輔
の
緯
計
固
､
地

脚
が
入
れ
て
あ
っ
て
､
駆
寄
の
丁
榊
私
助
-
ろ
こ
tJ大

な
る
の
み
な
ら
ず
､

試
脅
か
し
て
祝
し
-
斑
地
_二
桁
む
の
感
わ
ら
し
め
る
の
は
~
嗣
静
の
懇
切

ミ
甘
心
1}
在
韓
-
射
せ
わ
ーで
な
ら
ぬ
､
徒
水
銀
巣
に
関
す
る
邦
文
参
考
聾

笹
だ
少
な
-
'
斯
道
研
究
潜
り
嬰
望
期
ろ
痛
烈
な
も
り
が
あ
る
か
ら
､
本

番
の
援
刊
は
資
に
大
串
に
雷
雨
か
得
た
観
が
あ
る
､
只
切
角
の
刷
版
G
l中

_こ
不
鮮
明
な
も
の
が
往
々
あ
り
､
析
串
の
釈
放
が
随
底
に
み
ろ
の
は
白
壁

の
微
城
ま
い
ふ
べ
き
で
あ
る
が
､
丑
年
は
改
版
の
際
必
ず
修
正
ぜ
ら
･C
ろ

罫
ミ
信
す
る
､
叉
金
屈
餌
柴
中
に
満
俺
､
安
質
撤
粒
等
が
省
か
れ
ー
非
金

属
娩
米
中
に
隣
蝕
や
石
損
が
鴨
れ
TJ
居
ろ

株
で
あ
る
､
典
H_
叔
諭
蒐
瑛
な

も
り
で
_ェ
舶
州い
が
､
出
盛
石
材
や
凍
石
息

で
も
洩
ら
ruず
配
収
せ
ら
れ
+
i

懇
切
各
節
流
し
て
､
改
版
り
械
骨
に
相
和持
せ
ら
れ
ん
こ
1}
み
盤
む
も
6
1で

蛋
ユ

r(
五



地

球

み
ろ
0
滋
後
11
度
丑
街
が
凡
て
光
突
放
に
統

一
せ
ら
れ
て
み
ろ
G
riL
､
時

節
柄
蜜
柑
粁
柿
で
み
ろ
が
ー
錬
山
な
.P,)で
蟹
馳
訊
桝
か
把
-
呼
や
､
縫
雑

の
報
告
藩
邸
に
は
多
-
松
川
G
l界
位
で
靴
概
し
て
あ
る
か
ら
､
米
銀
法
に

盤

叫
す
る
造
､
過
綬
時
代
TJ
兄
倣
し
常
分
の
間
瀬
療
法
の
数
畳
の
下
に
給

紙
か
附
し
ー
徒
躯
相
川
の
即

位

_こ
依
る
数
敦
な
F
=
入
し
て
荘
t･J
は
如
何
の

も
り
11
や
ー併
し

曲も暦の
場
令
tJ
同
株
で
~懲
単
位
の
数
且温
和

7
切
記
入

ぜ
氾
方
が
凍
爽
放
り
境
地
私
促
進
す
る
紺
だ
か
ら
~
北
ハtユ
断
然
属
さ
ぬ
方

針
だ
TJ
云
は
る
れ
ば

二
百
も
な
い
.
(
水
石
生
)

○
太

田

苦

岡

村

誌

岡
山
恨
赤

磐

耶
千
璽

静
常
拓
等
小
峯
佼
桐
糊

岡
山
臓
赤
磐
郡
大
望

口
岡
締
付
け
首
は
蒔
卸
耶
沙
石
郷
TJ
い
び
備
前
で

庇
も
甘

い
刀
鍛
冶
の
ゐ
六
場
所
で
ー
今
は
山
陽
線
鶴
富
滞
り
あ
る
僻
で
あ

る
O
本
桐
-ェ
同
村
の
光
水
誠

丁
氏
が
指
据
三
年
蝕
み
放
し
て
編
苗
ぜ
ろ
桝

に
係
り
､
茄
版
四
〇
六
耳
､
色
仙
地
尉

一
発
珂
細
腕
廿

7
柴
､
組
諭
の
第

7
沿
革
の
郡
代
打

切
､
膝
並
ー
蘇
跡
､
忠
岡
釦
エ
ー
城
北
ー
戦
跡
の
猶
革

み
分
ち
､
降
っ
て
鰐
二
現
代
に
入
り
地
租
政
治
鐘
弟
尭
油
紙
滞
兵
鮮
教
育

宗
致
及
靴
等
固
悦
等
望

串
か
分
ち
妃
に
大
字
諒
に
各
大
字
の
的
中
批
奇
功

端
人
佃
文
漆
確
り
諮
紺
払
超
か
て
評
越
し
て
ゐ
る
｡
備
前
焼
り
鞠
雅
号
備

前
刀
1,
_ユ
有
名
な
地
方
工
業
で
膏
岡
附
妃
に
は
そ
の
虎
も
甘
い
追
跡
を
存

し
､
奈
良
北
大
寺
の
試
み
煩

い
i
i詫
跡
や
刀
鍛
冶
の
銃
弾
が
墓
見
せ
ら
れ

i1
報
告
が
め
り
ー
且
つ
多
数
の
古
墳
の
開

発

啓
も
あ
り
･､名

_三
村
誰
で
み
ろ

が
備
前
の
石
誰
幡
代
か
ら
現
今
ま
で
の
文
化
ら
変
揺
雄
途
の
縮
刷
私
此
蝕

に
見
ろ
の
は
頗
る
田
白
い
｡
就
ホ
氏
が
箔
塾
の
人
で
永
山
卯
三
郎
氏
の
指

呼
り
下
に
此
り
如
-
柑
誌
1,
し
て
摸
純
的
り
大
作
か
完
成
さ
れ
た
の
は
大

に
抑
奨
せ
れ
ば
な
ら
ぬ
｡
自
分
代
価
前
鍛
冶
で
最
も
甘
い
も
切
払
馬
則
tJ

第
三
各

界
六
耽

孟

桝

汎

米

苛

へ
た
が
､
此
り
電
払
拭
ん
で
初
め
て
そ
り
住
所
が
或
は
沙
石
郷
な
ら
ん

4･,
G
l暗
示
み
絡
L
iの
で
隠
新
和
蹄
試
し
て
僻
前
場
沙
石
億
停
囚
臣
馬
則
モ

刻
ん
だ
の
み
尊
兄
L
た
り
t･J_愉
快
で
あ
っ
ii
｡
氏
_‡
長
船
鍛
冶
は
此
虞
か

ら
移
住
L
i
i
亡
考

へ
ら
れ
i1
が
､
憎
む
ら
-
_‡
稲
岡
長
船
品
田
曽
井
の
諸

邑
に
本
誌
に
B
i敢
す
る
訓
壁
が
な
い
6
1で
未
だ
そ
り
況
委
分
派
の
詳
細-
ね

知
る
こ
1,
が
的
衆
の
O
抑
図
銘
炭
範
打
印
刷
共
に
鮮
明
葵
鵬
で
内
容
の
盟

74;:=
な
る
に
譲
ら
ぬ
の
は
地
方
誌
中
り
川
色
の
剛
で
み
ろ
｡
発
行
所
は
千
株

高
等
小
域
投
組
合
で
翁
兜
約
五
脚
で
殉
本
を
希
望
額
に
伐
つ
?,
い
ふ
｡
(
T

0
)

質

疑

腰

答
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l一▼ー

開

現
今
世
界
に
於
け
る
小
夢
の
島
欝
泡
る
生
農
地
と
其
滑
党
地
ミ
私
知

り
iI
L
0

答

小
穿
ー‡
世
界
的
の
散
仲
で
米
田
爾
半
球
で
暖
肝
及
.F出
熱
櫛
に
放
っ
て

-
般
に
耕
作
ぜ
ら
れ
る
が
､
J
Jの
柄
物
は
宜
糊
の
拓
甑
}J
､
多
雨
で
な
く

?J
も
混
成
6
1降
雨
盤
が
あ
る
の
ね
好
み
肥
沃
の
土
塊
な
す
-
､
絶
っ
て
以

上
の
地
轡
の
中
で
低
平
な
る
押
掛
平
野
に
光
も
多
-
耕
作
せ
ら
れ
､
南
岸

の
黒
土
研
｡
喚
向
地
方
ダ
ニ
ユ
ー
ブ
流
域
及
南
ア
メ
P
カ
の
肺
ぜ
て
ゐ
な

い
ス
テ
･h
プ
の
地
域
の
如
与
は
革
ま
な
産
地
で
あ
る
ー
荘
_こ
之
み
紳
祝
す

れ
ば
駕
大
陸
で
の
小
穿
耕
地
は
大
西
洋
梓
よ
り
太
平
洋
梓
に
遜
り
唆
轡
の

地
域
私
し
め
欧
洲
で
俳
図
か
ら
地
中
総
枠
の
敵
国
､
匂
牙
利
､
南
ろ
し
や

等
が
ま
産
地
で
狩
洩
り
如
4
,は
南
西
部
に
取
り
て
H
凍
る
､
誠
柵
孤
で
は


